















































































































































































































































































































































































































































































































(3)富永健一『社会変動の理論一経済社会学的研究』岩波書店, 1965, pp. 249-253.
































































§ 2 J.ベンサム功利主義とその批判、 J.S.ミルの修正














































































「最大多数の最大幸福」を掲げた事由には、 17 ・ 18世紀当時、あまりにも一握りの特
権階級に富や権力が集中しすぎ、多くの市民・国民が貧困に陥ったり権利・人権など
がないがしろにされていた事情を掛酌しておきたい。




























































































































































































































































(a)生活保護の急増加・ ・ ・受給世帯1,598,818 。受給者数2,166,381人(厚生労働省
社会・援護局「福祉行政報告」 2016年2月速報値) (図表4-1)





















生は平成24年で1,552,023人(15.64%。 7人に1人) 。 (文科省の電子資料『都道府
21
県別・市町村別の教育・社会・経済指標データセット』) (図表4-8)






























































































































































































した。 「人間関係論」では、 ①感情融和(logic of sentiments)による集団の凝集力・仲間
づくりや組織への帰属意識・愛着にもとづくモラールの高揚が強調された。
②また、いかなる集団・組織にも存在するインフォーマルグループ(パーソナル・コミ















・社内報 ・提案制度による参加 ・自己申告制 ・各種懇談会等のコミュニケー






































































手段と目標の転倒、 (b)法規や規則への過剰な同調、 (c)革新意欲の停滞・適応不能、 (d)














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































医療・保健 社会保障 不動産 商業 建築 金属製品 化学製品 繊維製品 
1.417 1.331 1.221 1374 



















1,333 526 ) 1,859億円
医療、保険 1,417 369 1,786億円









社会保障 23,635大 男:女=3:7 
医療保険 16,956大 男:女=4:6 








































































































































































































































































































































































































































































































































ーR.M,MacIver (``cormunity’’1917 『社会学講義』 (菊地綾子訳 現代教養文庫1947)
である。それは人間の共同生活が営まれている一定の地域であり、一定の地域に居住する
ことにより、自然発生的に成立する社会集団。生活のさまざまな側面にわたって相互作用














S七ructures ofCom皿ni七y’’(1960) (鈴木広編『都市化の社会学』誠信書房、 1978年、所収)
は興味深い。パーソンズは、コミュニティをその成員が日常的な活動の基盤として地域を
共通に分けもつような集合体(Collec七iv王七y)とし、 (a)定住の地域(Residen七ial Location).























































に類推されるのが、 “努力’’、 “勤勉’’、 “一生懸命’’、 “誠実"、 “忍耐"、 “苦あれば楽あり’’な
どであり、立身出世やサクセスストーリーを描く世俗的価値であった。ところが、好きな
言葉などで投影される「俗」の価値は、近年徐々に後退し、若者を中心に今日では「涜」






































ロストウ W.W.Ros七〇w :『経済発展の諸段階』 (木村・久保・村上訳ダイヤモンド社1974)
『経済成長の諸段階』を著したロストウは、ちょうど滑走路から飛行機が離陸するよう
に「近代社会の生涯における大分水嶺」としての「離陸take off」をとらえた。そして伝




































ガルブレイスJ.K. Galbraith : 『豊かな社会』鈴木哲太郎訳岩波書店(初版1958)
『豊かな社会』 affluent societyでは、生理的必要を満たす絶対的窮乏から開放された
消費大衆に、巧みな広告・宣伝などの手段を利用し、感覚を刺激して欲望の創出が図られ























































































































































































































































































A: attention注目 -⇒ I : in七eres七興味・関心→ D : desire欲望→










































































































































“The material紐amework of modem civilization is the industrial system, and the
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